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第
四
十
条
の
七
の
二
第
六
項
中
「
同
項
第
一
号
中
「
」
の
下
に
「
が
当
該
特
例
農
地
等
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
次

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
農
地
若
し
く
は
採
草
放
牧
地
の
全
部

若
し
く
は
一
部
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
貸
付
農
地
等
」
と
い
う
。）を
当
該
特
定
貸
付
け
に
基
づ
き
借
り
受

け
た
者
（
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
農
地
中
間
管
理
機
構
又
は
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
十
一
条
の
十
四
に
規
定
す
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
が
当
該
借
り
受
け
た
者
で
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
農
地
中
間
管
理
機
構
又
は
当
該
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
か
ら
借
り
受
け
た
者
）
が
当
該
特
例

農
地
等
」
と
、「
」を
加
え
、「
同
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
全
部
又
は
一
部（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
貸
付
農
地
等
」
と
い
う
。）」
を
「
特
定
貸
付
農
地
等
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
地

上
権
等
」」を
「
地
上
権
等
の
設
定
」」に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
七
の
四
第
三
項
中
「
に
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
」
を
削
り
、
同
条
第
十
七
項
第
一
号
中

「
、
住
所
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
氏
名
及
び
住
所
）」を
「
及
び
住
所
」
に
改
め

る
。第

四
十
条
の
八
第
三
十
五
項
第
一
号
中
「
、
住
所
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
氏

名
及
び
住
所
）」を
「
及
び
住
所
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
八
の
二
第
三
項
中
「
に
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
」
を
削
り
、
同
条
第
四
十
二
項
第
一
号
中

「
、
住
所
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
氏
名
及
び
住
所
）」を
「
及
び
住
所
」
に
改
め

る
。第

四
十
条
の
八
の
四
第
十
一
項
第
一
号
中
「
、
住
所
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、

氏
名
及
び
住
所
）」を
「
及
び
住
所
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
十
九
第
五
項
第
一
号
中
「
知
的
障
害
者
福
祉
法
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）」を

加
え
る
。

第
四
十
二
条
の
六
第
二
項
中
「
、
認
定
特
定
事
業
再
編
計
画
又
は
認
定
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計
画
」
を
「
又

は
認
定
特
定
事
業
再
編
計
画
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
見
出
し
中
「
範
囲
」
を
「
範
囲
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

法
第
八
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
に
輸
送
能
力
の
高
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
総
ト

ン
数
が
一
万
ト
ン
以
上
の
同
項
に
規
定
す
る
国
際
船
舶
と
す
る
。

３

法
第
八
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
航
行
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
出
港
の
制
限
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
同
項

に
規
定
す
る
特
定
国
際
船
舶
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
国
際
船
舶
」
と
い
う
。）と
す
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
国
際
船
舶
を
指
定
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

第
四
十
六
条
第
二
項
中
「
物
品
（
同
項
」
を
「
免
税
対
象
物
品
（
同
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
十
二
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
並
び
に
第
三
項
第
一
号
中
「
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人

番
号
又
は
」
を
「
及
び
氏
名
又
は
名
称
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、」に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「（
個
人
番
号
及
び
法

人
番
号
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
四
十
六
条
の
二
十
五
第
二
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
二
十
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
一
号
、
第
四
十
七
条
の
九
第
一
号
、
第
四
十
八
条
の
三
第

一
号
並
び
に
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
又
は
」
を
「
及
び
氏
名
又
は

名
称
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、」に
改
め
る
。

第
五
十
条
の
二
第
十
一
項
第
一
号
中
「
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
又
は
」
を
「
及
び
氏
名
又
は
名
称
並
び

に
法
人
に
あ
つ
て
は
、」に
改
め
、「（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
個
人
に
あ
つ
て
は
、
住
所
又
は
居
所
及
び
氏
名
）」を
削

る
。第

五
十
条
の
四
第
一
項
中
「
次
に
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
」
に
改
め
、「
指
定
す
る
も
の
」の
下
に「
及

び
第
四
号
に
掲
げ
る
路
線
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
路
線
」
の
下
に「（
第
四
号
に
掲
げ
る
路
線
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
の
下
に
「
及
び
次
号
」
を
加
え
、「
及
び
当
該
離
島
と
東
京
国

際
空
港
、
大
阪
国
際
空
港
又
は
関
西
国
際
空
港
と
の
間
の
路
線
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

当
該
離
島
と
成
田
国
際
空
港
、
東
京
国
際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
又
は
大
阪
国
際
空
港
と
の
間
の
路
線

第
五
十
二
条
中
「
第
九
十
一
条
の
二
」
を
「
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同

条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

法
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
生
徒
又
は
学
生
等
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
る
者
と
同
程
度
の
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
生
徒
等
」
と
い
う
。）と
す
る
。

３

法
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
資
金
の
貸
付
け
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
文
部
科
学
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

一

生
徒
等
に
対
し
て
無
利
息
で
行
わ
れ
る
学
資
と
し
て
の
資
金
の
貸
付
け
で
あ
る
こ
と
。

二

特
定
の
法
人
等
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
又
は
個
人
を
い
う
。）の
従
業
者
の
親
族
の
み
を
対
象
と
す
る
貸
付
け

そ
の
他
当
該
従
業
者
の
福
利
厚
生
の
た
め
の
貸
付
け
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

三

貸
主
（
当
該
貸
主
が
実
施
す
る
学
資
と
し
て
の
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
事
業
を
委
託
し
た
者
を
含
む
。）へ
の

就
職
を
条
件
と
す
る
貸
付
け
そ
の
他
卒
業
後
に
当
該
貸
主
に
直
接
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
条
件
を
付
し
た
も
の

で
な
い
こ
と
。

４

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
確
認
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
確
認
に
三
年
以
内
の
期
限
を
付
し
て
、
そ
の
確
認

を
受
け
る
者
に
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
確
認
を
受
け
た
者
は
、
当
該
確
認
に
付
さ
れ
た
期
限
の
翌
日
か
ら
七
年
間
、
前
項
の
書
面
を
そ
の
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
五
条
中
「
第
十
九
条
の
七
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
八
条
第
一
項
中
「
お
い
て
」
の
下
に
「
、
同
条
の
見
出
し
中
「
農
業
生
産
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
旧
農
業

生
産
法
人
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
農
業
生
産
法
人
（
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
所
有
適
格
法
人
（
」
と
、「「
農
業
生

産
法
人
」
と
あ
る
の
は「「
農
地
所
有
適
格
法
人
」
と
、「
当
該
農
業
生
産
法
人
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
旧
農
業
生
産
法
人
（
第
九
項
第
三
号
に
お
い
て
「
旧
農
業
生
産
法
人
」
と
い
う
。）に
」
と
、「
農
業
生
産
法
人

の
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
所
有
適
格
法
人
の
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
農
業
生
産
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
所
有

適
格
法
人
」
と
」
を
加
え
、「
あ
る
の
は
、」を
「
あ
る
の
は
」
に
、「
と
す
る
」
を
「
と
、
同
条
第
八
項
中
「
農
業
生
産

法
人
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
所
有
適
格
法
人
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
農
業
生
産
法
人
は
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
所

有
適
格
法
人
は
」
と
、「
農
業
生
産
法
人
に
対
し
農
地
等
を
出
資
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
所
有
適
格
法
人
に
対
し

農
地
等
を
出
資
し
て
い
る
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
農
業
生
産
法
人
に
農
地
等
を
出
資
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
農
地

所
有
適
格
法
人
に
対
し
農
地
等
を
出
資
し
て
い
る
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
農
業
生
産
法
人
が
」
と
あ
る
の
は
「
農

地
所
有
適
格
法
人
が
」
と
、「
農
業
生
産
法
人
に
農
地
等
を
出
資
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
所
有
適
格
法
人
に
対
し

農
地
等
を
出
資
し
て
い
る
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
農
業
生
産
法
人
が
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
所
有
適
格
法
人
が
」

と
、「
農
業
生
産
法
人
に
」
と
あ
る
の
は
「
旧
農
業
生
産
法
人
に
」
と
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
農
業
生
産
法

人
」
と
あ
る
の
は
「
農
地
所
有
適
格
法
人
」
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
お
い
て
」
の
下
に
「
、
同
条
の

見
出
し
中
「
農
業
生
産
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
旧
農
業
生
産
法
人
」
と
」
を
加
え
、「
あ
る
の
は
、」を
「
あ
る
の
は
」

に
、「
と
す
る
」
を
「
と
、
同
項
第
五
号
中
「
五
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
百
万
円
を
超
え
、
か
つ
、
そ
の
延
納
の
期

間
が
三
月
」
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
三
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
十
八
条
第
三
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
。
第
十
二
項
」
を「
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
二
項
」

に
、「
と
す
る
。」を
「
と
し
、
改
正
法
附
則
第
三
十
六
条
第
四
項（
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
農
地
所
有
適
格
法
人
は
、
第
一
号
中「
農
業
生
産
法
人
」

と
あ
る
の
を
「
農
地
所
有
適
格
法
人
」
と
、
第
二
号
中
「
農
業
生
産
法
人
」
と
あ
る
の
を
「
農
地
所
有
適
格
法
人
」

と
、「
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
農
地
法
」
と
あ
る
の
を
「
農
地
法
」
と
、「
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
と
あ
る
の
を
「
第
二
条
第
三

項
第
二
号
ホ
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
当
該
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
農
地
所
有
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